
教科・区分

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理科

・ 宿題では、学年で内容や量をそろえ漢字や計算、音読の基礎基本が定着するようにする。
・ 児童が自主的に家庭学習に取り組めるよう、学級活動の中で自分の家庭学習のめあてをもたせ計画を立てさせる。
・ 家の人と学校の出来事について話すことが少ない児童が多いので、学校便り等で保護者に呼びかける。

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

学力調査の分析（傾向や特徴）

下回っている。

・全体的には全国平均正答率を下回っていた。
・重さや長さについての任意単位による測定についての理解など、「量と測定」領域に課題がある。

下回っている。

・設問によっては、全国平均正答率を上回る設問もあったが、全体的には全国平均正答率を下回っていた。
・目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くことに課題がある。

下回っている。

全国平均正答率
との比較

下回っている。
・全体的には全国平均正答率を下回っていた。自分の想像したことを物語に表現するために、文章全体の構
成を考えて書くことに課題がある。
・日常使われている慣用句の意味を理解する問題、文の中で正しい漢字を使う問題は、正答率が高かった。

・全体的に全国平均正答率を下回っていた。特に観察や実験技能の理解に課題がある。

質問紙調査の結果分析

・規範意識では、昨年度とほぼ同程度なので、引き続き指導する。
・生活習慣では、寝る時間が決まっておらず遅く寝たり、朝食を毎日食べ
ていなかったりする児童が多い傾向がある。
・学校の学習では、話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げた
りすることや課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことに
ついては、まだ課題が残る。
・学習習慣は、宿題は、よくできているが、自分で計画を立てて勉強をする
ことや、家庭学習の時間が確保できてない児童が多い。
・地域の行事に参加している児童が多く、昨年度を大きく上回っている。
・将来の夢や希望をもっている児童が多いが、自分のよいところに気付い
ていない児童が昨年に引き続き多いのは課題である。

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

・　授業の中にペアやグループで話し合う活動や書く活動を取り入れ、１時間を通して子どもの思考が持続していくような授業に取り組む。
・　くすの子タイムⅠ、くすの子タイムⅡの時間を設定し、落ち着いた環境で学習する習慣を付けることや、基礎学力の定着を図り自ら学ぼうとする力が付くよう指導する。
学習の足あとを残し、できるようになっていることを実感させる。
・　国語科では書く力を育成するために、視写を週２回、くすの子タイムの時間に設定し、文章を正しく書けるように指導する。また、伝えたいことが明確になる文章が書け
るように、取材や選材を指導していく。取材がうまくいくように資料となる本などを学級文庫や学年棚に置き、いつでも学習で使えるようにする。
・　算数科では、学校独自の『算数学習のすすめ方』＜問題をとくかぎ＞を使い、自分の考えをもてるように指導する。

１．教科に関する調査結果の概要

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成３０年４月１７日（火）に、６年生を対象として、「教科（国

語，算数，理科）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本

校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

平成３０年度　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

・全体的に全国平均正答率を下回っていた。特に、日常生活の事象と関連付けた問題に課題がある。 下回っている。
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〇思いやりのある子（徳）  
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